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令和7年
第6回定例会

（12月1日～12月15日）

　
12
月
１
日
か
ら
第
６
回
定
例
会
が
15
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
提
出
の
報
告
が
１
件
、
議
案
が
18

件
あ
り
、
17
件
が
可
決
、
１
件
が
否
決
と

な
り
ま
し
た
。

　
議
員
提
案
の
意
見
書
２
件
、
町
民
か
ら

の
要
望
書
１
件
が
審
議
さ
れ
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

上富小学校の廃校・
三芳小学校への統合は

決して学校を減らすためだけの施策で
はなく、子どもたちが受ける教育の質
を守り、むしろ高めるための選択であ
ると考える。

自治体の責任は将来にわたってより
良い教育環境を届けることだ。統廃合
は必要で前向きな判断であり賛成する。

公明党賛
成

近い将来、学校統
廃合が必要だと認識

するが、議会にも責任がある以上、
説明が不十分な中で拙速な決定を見
送ることが適当と判断した。

住民の理解、子どもの声をどう尊
重するか、跡地利用の進め方も課題
である。最適解を模索する事に一層
の努力を求め反対討論とする。

牛丸議員

地域住民は、上富
の拠点であり、交流

の場の上富小学校の存続を願い、署
名や様々な方法で意見を表明してい
る。子どもたちに率直な意見を聴い
てほしい。「私達の声を聴いて、学校
は残してほしい」と言っている児童
もいる。児童の教育の観点と地域住
民の要望から存続の議論を求める。

輝

世界農業遺産に認
定されても地域に学

校が無くなれば人口流出、農業の衰
退に繋がりかねない。学校再編等審
議会の答申や、学校統廃合における
文部科学省が示す留意点でも書かれ
ている「学校関係者や保護者、住民
との合意形成」が不十分なままでの
上富小学校廃校は認められない。

日本共産党

上富小学校廃校上富小学校廃校 議案、その行方は !?議案、その行方は !?
三芳町立学校設置条例の一部を改正する条例

否
決

 提案理由 提案理由
　上富小学校を廃止し、三芳小学校に統合するため、本条例を改正したく提案するものである。 

 これまでの経緯 これまでの経緯
令和 4 年 5 月〜 12 月	� 三芳町立小中学校適正規模適正配置検討委員会設置（委員

会５回開催）
令和 4 年 12 月	 三芳町立小中学校適正規模配置基本方針策定
令和 5 年 7 月～令和 7 年 1 月	� 三芳町立学校再編等審議会設置（審議会 11 回開催）
令和 7 年 2 月	 三芳町立学校再編等審議会より答申

 答申の内容 答申の内容
①上富小学校を三芳小学校に令和 10 年度を目途に統合
②竹間沢小学校の再編については保留　
③三芳町立中学校の再編については保留

上富小学校存続を求める要望書については P7 に掲載

 主な質疑 主な質疑
問 　�統廃合に伴い、校歌や校章の変更について

町の答えは。
答 　�考えていない。
問 　�統廃合ではなく、自由学区制・小規模特認

校が採用されなかった理由は。
答 　�審議会でも協議したが、クラス替えや部活

動・集団活動、男女比の偏りの他、小規模
校の解消に至らない等の課題があった。保
護者会でも説明した。

問 　�存続についての意見は聞いていないのでは。
答 　�審議会では小規模特認校等についても協議

した。存続よりも他の方策を模索する意見
があった。

問 　�少人数の中での学び合いの方が教育的効果が
大きいのでは。

答 　�少人数は人間関係が深まる反面、固定化が危
惧され、ある程度の人数が必要と考える。

問 　�廃校後の跡地利用については町の計画と異な
る住民の要望もある。ゼロベースで検討可能
か。

答 　�政策研究所で議論したが、ゼロベースで多く
の方の意見を聞きたい。

問 　�議会にも住民から要望書が提出され、住民へ
の説明不足との意見があったが町の考えは。

答 　�全 29 回の説明会等を実施したが、 そのよう
な声もあった。

	� 理解頂いていると思うが多くの意見を聞き、
より良い教育環境をつくりたい。

問 　�登下校時のスクールバス導入の方針は確定か。
答 　�学校準備委員会設置後、意見があれば協議す

る。
問 　�統廃合の最終的な判断は町だと答弁があった

が、責任の所在は。
答 　�町と議会の両方にあると考えている。
問 　�議会に対して教育委員会から正式な説明がな

いが、十分説明したと思うか。
答 　�不十分な部分があったと認識している。
問 　�統廃合を急ぐ理由は。
答 　�令和 10 年度に新入生が５名になると予測さ

れており、教育委員会が目指す教育の充実の
面から進める必要があると考えている。

問 　�住民への説明会は、夜間ではなく日中の開催
にしては。

答 　�昼・夜・土日開催など工夫したい。

23 2026 年 2月１日　議会だより　三芳町　No.1992026 年 2月１日　議会だより　三芳町　No.199



一般会計補正予算（第5号）

一般会計補正予算（第6号）

歳入歳出予算総額に9 億 6963 万円を追加し、歳入歳出予算総額を198億 4068万 6000円とする。

歳入歳出に、それぞれ6140 万 4000 円を追加し、歳入歳出予算総額を 199億 209万円とする。

●国庫支出金� 2824 万 7000 円　
　地域公共交通確保維持改善事業補助金
� 2791 万 4000 円など

　妊婦のための支援給付費補助金 
� 33 万 3000 円

●県支出金� 1130 万円
　地域公共交通DX・コンパクト＋
　ネットワーク促進事業補助金� 931 万 5000 円

　不妊検査費助成事業補助金� 30 万 1000 円

●繰越金� 8 億 9317 万 4000 円
●町債� 590 万円　

　人事院勧告にもとづく町職員の給与改定（行政
職は平均 3.36%引き上げ）及び特別職並びに議員
の期末手当支給率（年 4.60 カ月を 4.65 カ月に引
き上げ）を改定するもの。

歳入� 6140 万 4000 円
� 財政調整基金繰入金（基金取り崩し）
歳出　職員人件費� 6115 万 6000 円
　　　議会運営� 24 万 8000 円

主な歳入

●一般廃棄物収集運搬事業�393 万 3000 円
　一般廃棄物収集世帯、ふれあい収集世帯、動物
死体の増加による増額

●道路改良事業� 500 万 4000 円
　開発事業者の申し出により、道路後退が行われ
る土地について、道路拡幅用地の購入費用

●（仮称）地域活性化発信交流拠点整備事業
� 780 万円
　官民連携手法の事業者公募・選定を行うためのア
ドバイザリー業務の委託料

主な歳出

補正予算の概要

定例会の主な内容
三芳町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

内容

三芳町行政組織条例の一部を改正する条例

内容　・�未来創造課の設置及び図書館の町長部局
への移管

　　　・道の駅整備促進室の設置

 主な質疑 主な質疑
問 　�教育の中立性が保たれるか危惧されるが

その点はどうか。
答 　�図書館法に中立を保つことが謳われてい

ることから引き続き保たれる。

制度の理念に
ついては理解で

きる。３歳未満児、保護者へ
の支援は重要である。
「保育の必要性」の要件を見

直して、希望する全ての子ど
もたちに質の確保された保育
を保障できるようにすべきと
考える。

保育士の処遇改善と配置基
準の抜本的改善を行い、公的
保育を拡充することを求める。

共産党

図書館は教育施設である。教育
行政は政治からの独立性を確保す

ることにより個人の学びや思想と表現の自由を
守っている。様々な協力者により成り立ち住民自
治でもある図書館であり、町長部局への移管に反
対する。事業採算性が不明確な「道の駅整備準備
室」設置も時期尚早だ。

共産党

「 こ ど も 誰 で
も通園制度」は

スマホでも全国どこでも空き
がある事業者への予約が可能
なシステムだ。現状の保育に
新たな子どもが短時間、日替
わりで来ると現場の保育士の
負担は重くなる。保育士の資
格のない人が見ることが可能
な仕組みにもなっている。公
的保育の拡充こそが必要だ。

輝
核家族化や地

域のつながりの
希薄化が進む中、親の就労の
有無にかかわらず、すべての
子育て家庭が保育施設とつな
がる機会を保障し、子育ての
孤立を防ぐことを目的とした
重要な施策である。

諸課題についての継続的な
検証・改善を視野に入れ、丁
寧な運用となるよう希望し賛
成する。

公明党賛
成

（仮称）地域活性化発信交流拠点事業者選定アドバイザリー業務委託料削除
　道の駅の基本機能である「情報発信機能」「地域連携機能」の面で農業振興や商工業振興に関わっ
て、関係者との合意形成を図る手立てや住民への説明が不十分なこと、立地の問題や収益構造な
どリスクの議論が十分できていないにもかかわらず、事業者公募・選定するアドバイザリー業務
委託を行うのは時期尚早であるとして、その経費を補正予算から削除する修正動議が一部議員か
ら提出されたが、採決の結果、可否同数で議長より採決により否決され、原案が可決となった。

 主な質疑 主な質疑
問 　�ふれあい収集世帯数はどれだけ増えたか。
答 　�当初の 25 世帯が 35 世帯に増えている。
問 　�道路拡幅用地購入の積算単価が高すぎる。周辺

の土地売買価格でなく鑑定価格で出すべきだ。

答 　�今後は指摘の点を考え参考にしたい。
問 　�竹間沢小学校の屋内消火栓更新工事は授

業に支障が出ないか。
答 　�工期は一週間であり、支障が出ないようにしたい。

修正動議
否決!

 主な質疑 主な質疑
問 　�実施される園、および保

育の形態は。
答 　�現段階では、各園に実施

が可能か伺っている。保
育の形態は別室で行う場
合や定員に余裕があれば
一緒に行う場合も考えら
れる。

問 　�保育人材の確保は施設ご
とか町としても検討する
のか。

答 　�町の施策としても順調に
進んでいくよう努力して
いきたい。

問 　�こどもを預かる際には必
ず面談を行なうのか。

答 　�利用する事業所と面談を
行なうのが基本となって
いる。

　生後 6 ヶ月から 2 歳
未満の未就園児が、保護
者の就労の有無にかかわ
らず保育所等を年間 10
時間まで利用できるよう
にする制度（= こども誰
でも通園制度）の実施に
向けた環境整備。
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令和７年第 6回定例会　審議結果
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補正予算

令和７年度三芳町一般会計補正予算（第５号） 原案可決 
（議長裁決）○

議
長
○
○○○×××○○○××××

令和７年度三芳町一般会計補正予算（第５号）に対する修正動議�
（道の駅事業に関する業務委託予算を削除する修正動議）

否決 
（議長裁決）×

議
長
×
×××○○○×××○○○○

令和７年度三芳町一般会計補正予算（第６号）�
（議会議員、町長、副町長、教育長の期末手当支給率の改定及び職員の給与等の改定に伴う補正予算）原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○

令和７年度三芳町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
令和７年度三芳町下水道事業会計補正予算（第３号）�
（下水道事業における職員の給与等の改定に伴う補正予算） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
令和７年度三芳町水道事業会計補正予算（第２号）�
（水道事業における職員の給与等の改定に伴う補正予算） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
条例の制定・改正、契約の締結、道路線の認定等
三芳町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例�
（子ども・子育て支援法等の一部改正により、乳児等通園支援事業の設備及び運営基準を定めるもの）原案可決 ○議長○○○×××○○○××○○
三芳町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例�
（家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正により、本条例を改正するもの） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
三芳町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例�
（特定教育保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども子育て支援施設等の運営に関す
る基準の一部改正により本条例を改正するもの）

原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○

三芳町水道事業給水条例及び三芳町下水道条例の一部を改正する条例�
（災害など非常時において他自治体で指定を受けた業者が町内で工事を行えるようにするもの）原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
三芳町立学校設置条例の一部を改正する条例�
（上富小学校を三芳小学校へ統廃合するもの） 否決 ○議長○○××××○○○××××
三芳町議会議員及び三芳町長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部を改正する条例�
（公職選挙法の一部改正により、本条例を改正するもの） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
三芳町行政組織条例の一部を改正する条例�
（藤久保地域拠点施設の整備に伴い、未来創造課を設置するもの。また、道の駅整備促進室を設置するもの）原案可決 ○議長○○○×××○○○×××○
藤久保地域拠点施設整備等事業変更契約の締結について�
（施設の維持管理及び運営業務において物価上昇によりサービス対価の改定をおこない、契約金額を変更するもの）原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
三芳町道路線の認定について�
（藤久保の２路線を町道に認定するもの） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例�
議会議員の期末手当の支給率を年 4.60 月分→年 4.65 月分に改正するもの） 原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○
町長及び副町長の給与等に関する条例の一部を改正する条例�
（町長及び副町長の期末手当の支給率を年 4.60 月分→年 4.65 月分に改正するもの） 原案可決 ○議長○○○×××○○○○○○○
教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例�
（教育長の期末手当の支給率を年 4.60 月分→年 4.65 月分に改正するもの） 原案可決 ○議長○○○×××○○○○○○○
三芳町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例�
（令和 7年度の人事院勧告を踏まえ、町の給与検討委員会において検討の結果、三芳町職員も
国と同様に給与等の引き上げを行うもの）

原案可決 ○議長○○○○○○○○○○○○○

報告
専決処分事項の報告について（三芳町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及
び三芳町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例）�
（児童福祉法の一部改正により新たな条項が追加されたことにより、本条例を整理するため改正するもの）

報告のみ

諮問
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて�
（任期満了に伴い提案するもの。継続分）

同意として
答申 ○議長○○○○○○○○○○○○○

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて�
（任期満了に伴い提案するもの。新規分）

同意として
答申 ○議長○○○○○○○○○○○○○

意見書

リフト付き大型バス「おおぞら号」の存続を求める意見書について 否決 
（議長裁決）×

議
長
×
×××○○○×××○○○○

最高裁判決を踏まえた全ての生活保護利用者に対する速やかな被害回復措置を求める意見書に
ついて

否決 
（議長裁決）×

議
長
×
×××○○○×××○○○○

陳情・要望

ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業中止の意見書提出を求める陳情書 配布のみ

上富小学校の存続を求める要望書の提出について 不採択 ×議長×××××××××○○××
動議・発議

吉村美津子議員の議会の品位を落す発言について調査並びに取消しを求める動議 可決 ○議長○○○○××○○○×××○

吉村美津子議員に反省を求める決議について 原案可決 ○議長○○○×××○○○×××○

○賛成　×反対■議員の賛否を公開します ◀︎詳細については議会ウェブサイトをご覧ください。

　
「
道
の
駅
」
計
画
は
一
度
立
ち
止
ま

り
吟
味
す
べ
き
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

三
芳
町
の
行
政
の
こ
と
を
知
る
の

は
三
芳
広
報
を
見
る
よ
り
は
本
会
議

を
傍
聴
し
た
方
が
詳
し
い
こ
と
が
よ

く
わ
か
り
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
A
I
の
字
幕
す
ご
い
で
す
ね
。
要
約

筆
記
と
は
少
し
違
い
ま
す
が
と
て
も
見

や
す
く
て
良
い
感
じ
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
字
幕
シ
ス
テ
ム
設
置
は
望
ん
で
い
た

こ
と
だ
が
位
置
の
関
係
で
見
に
く
か
っ

た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
待
ち
時
間
が
長
か
っ
た
。

本会議や委員会を傍聴された方から
ご意見・ご感想をいただきました。

※一部抜粋を含む

傍聴席から
傍聴人数

本会議 YouTube
視聴回数

令和７年　第６回定例会
12月 1 日　議案審議 2人 48
12月 2 日　一般質問 2人 161
12月 4 日　一般質問 6人 110
12月 5 日　一般質問 9人 155
12月 8 日　一般質問 3人 41
12月15日　定例会 15人 968
合　　計 37人 1483

委員会 YouTube
視聴回数

12月 1 日　議会運営委員会 0人
12月 1 日　厚生文教常任委員会 2人
12月 4 日　厚生文教常任委員会 1人
12月 8 日　議会運営委員会 0人
12月 8 日　広報広聴常任委員会 0人
12月 9 日　全員協議会 0人
12月 9 日　総務常任委員会 0人
12月10日　厚生常任委員会 14人
12月12日　議会運営委員会 0人
12月15日　議会運営委員会 0人
12月15日　全員協議会 6人
合　　計 23人

要
望
趣
旨

　
「
上
富
小
学
校
は
残
し
て
」

の
児
童
の
声
を
尊
重
し
、
地
域

住
民
の
交
流
の
場
で
も
あ
り
歴

史
あ
る
地
割
の
遺
跡
の
見
学
地

で
も
あ
る
。
よ
っ
て
上
富
小
学

校
の
存
続
を
強
く
求
め
る
も
の

で
す
。

要
望
内
容

①�

早
急
な
判
断
で
は
な
く
、
存

続
の
意
義
も
議
論
し
て
い
た

だ
く
こ
と

②�

三
芳
町
教
育
委
員
会
に
対
し

て
、
今
後
、
存
続
の
議
論
も

行
う
こ
と

③�

12
月
定
例
議
会
へ
廃
校
の
議

案
を
提
出
し
な
い
よ
う
に
求

め
る
こ
と

付
託

　
12
月
１
日
の
本
会
議
で
厚
生

文
教
常
任
委
員
会
に
付
託

審
査

　
要
望
内
容
の
一
部
に
議
会
の

権
限
が
及
ば
な
い
事
項
が
含
ま

れ
て
い
る
と
の
意
見
が
多
く

あ
っ
た
。

結
果

　

委
員
会
で
は
、「
不
採
択
す

べ
き
も
の
」
と
な
り
本
会
議
で

「
不
採
択
」
と
な
っ
た
。

上富小学校の存続を求める要望書（有効署名 481 筆）

　
任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の
選
出
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
人
権
擁
護
委
員
（
継
続
）�

鹿
島　
武
雄 

氏

　
　
　
人
権
擁
護
委
員
（
新
規
）�

林　
　
武
嗣 

氏

推薦に
同意しました
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ズバリ！町政を問うズバリ！町政を問う
ズバリ！町政を問う 一 般 質 問

問 

自
治
体
国
際
化
協
会
Ｊ
Ｅ 

Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
外
国
語
指

導
助
手
派
遣
の
活
用
は
。

答 

教
育
セ
ン
タ
ー　

本
町
は

民
間
派
遣
を
選
択
し
全
小
中
学
校

に
A
L
T
を
配
置
し
て
い
る
。

問 

Ｊ
Ｅ
Ｔ
派
遣
は
学
校
の
み

で
な
く
町
が
進
め
る
国
際
交
流
事

業
に
活
用
で
き
る
と
思
う
が
。

答 

町
長　
A
L
T
の
職
員
と

違
っ
た
意
味
で
幅
広
く
国
際
交
流

事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
へ
の
可

能
性
も
あ
り
検
討
す
る
。

問 

姉
妹
都
市
マ
レ
ー
シ
ア
ｐ

Ｊ
市
、
友
好
都
市
韓
国
ハ
ド
ン
郡

と
の
様
々
な
交
流
の
成
果
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
、
第
３
者
機

関
に
よ
る
評
価
が
必
要
で
は
。

答 

秘
書
広
報
室　

外
部
評
価

員
、
監
査
委
員
、
参
加
生
徒
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問 

国
際
交
流
事
業
の
上
位
計

画
へ
の
位
置
づ
け
、
専
門
部
署
の

設
置
、
語
学
習
得
者
配
置
は
。

答 

町
長　

最
上
位
計
画
の
第

６
次
総
合
計
画
に
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
や
国
際
化
政
策
を
位
置
付
け

て
い
る
。
行
政
組
織
の
再
編
成
に

て
国
際
連
携
担
当
を
設
置
し
、
人

員
配
置
も
行
う
。

問 

児
童
・
生
徒
向
け
の
夏
季

英
語
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
は
。

答 

教
育
セ
ン
タ
ー　
現
在
、
夏

と
冬
に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ツ
ア
ー

を
実
施
。
英
語
キ
ャ
ン
プ
も
実
現

に
向
け
検
討
す
る
。

問 

姉
妹
都
市
や
友
好
都
市
へ

の
修
学
旅
行
の
検
討
は
。

答 

学
校
教
育
課　

生
徒
が
英

語
を
実
用
的
に
学
ぶ
機
会
や
異
文

化
を
理
解
す
る
効
果
が
あ
る
と
思

う
が
、
費
用
面
・
安
全
面
へ
の
課

題
を
考
慮
し
研
究
す
る
。

♦
災
害
時
の
対
策
強
化
を

問 

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
へ

の
補
助
制
度
創
設
は
。

答 

自
治
安
心
課　

住
宅
用
火

災
報
知
器
購
入
補
助
に
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
へ
の
補
助
も
併
せ
て
制

度
設
計
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

①
透
析
患
者
へ
の
災
害
時
支
援

②
Ｒ
Ｓ
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
に
つ

い
て

英語教育と国際交流の推進内藤美佐子
ないとう  み    さ    こ

公明党

期待のMIYO バス菊 地 浩 二
きく    ち    こう    じ

問 

町
内
保
育
施
設
に
お
け
る

保
育
人
材
の
有
効
求
人
倍
率
は
。

答 

こ
ど
も
支
援
課　

県
単
位

で
示
さ
れ
て
お
り
令
和
５
年
2
．

63
、
６
年
2
．
98
、
７
年
3
．
21
。

問 

保
育
士
不
足
の
影
響
は
。

答 

こ
ど
も
支
援
課　

一
時
保

育
の
一
時
的
休
止
、
受
け
入
れ
人

数
を
調
整
す
る
等
が
あ
る
。

問 

保
育
人
材
確
保
策
で
宿
舎

借
上
げ
補
助
事
業
の
整
備
は
。

答 

こ
ど
も
支
援
課　

支
援
の

効
果
と
国
庫
協
議
の
内
容
も
勘
案

し
実
施
の
可
能
性
を
考
え
る
。

問 

町
独
自
の
求
人
就
労
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
て
は
。

答 

こ
ど
も
支
援
課　

民
間
園

と
も
意
見
交
換
し
検
討
し
た
い
。

問 

高
い
保
育
ニ
ー
ズ
を
見
据

え
た
人
材
確
保
策
が
必
要
で
は
。

答 

町
長　

宿
舎
借
上
げ
補
助

事
業
等
魅
力
あ
る
保
育
士
確
保
策

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

♦
こ
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
権
利
擁
護

問 

い
じ
め
な
ど
公
平
性
が
求

め
ら
れ
る
事
案
の
対
応
に
は
第
三

者
機
関
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 
こ
ど
も
支
援
課　

相
談
先

の
一
つ
と
し
て
大
切
と
考
え
る
。

問 

「
こ
ど
も
の
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
」
の
よ
う
な
体
制
整
備
が
重

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

町
長　

今
後
体
制
整
備
を

し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た
い
。

♦
町
の
魅
力
発
信
と
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

問 

世
界
農
業
遺
産
認
知
度
は
。

答 

観
光
産
業
課　

ま
だ
低
い

と
捉
え
る
が
、
様
々
な
機
会
で
の

周
知
に
よ
り
向
上
し
て
い
る
。

問 

観
光
資
源
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
向
上
と
し
て
マ
ラ
ソ
ン
大
会

の
開
催
が
有
効
で
は
。

答 

観
光
産
業
課　

認
知
度
向

上
に
一
定
効
果
が
あ
る
と
思
う
。

問 

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
が
町

へ
の
愛
着
と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

の
醸
成
と
な
る
の
で
は
。

答 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

競
技
性
を
求
め
る
か
イ
ベ
ン
ト
的

に
開
催
す
る
か
で
効
果
が
変
わ
っ

て
く
る
と
考
え
る
。

問 

公
共
交
通
を
三
芳
町
が
担

う
必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答 

政
策
推
進
室　

民
間
の
交

通
事
業
者
の
経
営
状
況
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
な
か
で
公
共
交
通
の

充
実
を
図
る
た
め
に
は
、
町
が
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
完
す
る
必

要
が
あ
る
。

問 

M
I
Y
O
バ
ス
の
運
行
開

始
か
ら
２
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
計

画
通
り
順
調
か
。

答 

政
策
推
進
室　

一
定
の
利

用
が
あ
る
も
の
と
見
受
け
ら
れ
、

順
調
に
走
り
始
め
て
い
る
。

問 

実
証
運
行
と
本
格
運
行
の

違
い
は
。

答 

政
策
推
進
室　

主
に
認
可

制
度
の
違
い
で
、
本
格
運
行
と
な

る
と
容
易
に
内
容
変
更
が
で
き
な

く
な
る
。

問 

ど
の
よ
う
な
利
用
状
況
に

な
れ
ば
本
格
運
行
と
な
る
か
。

答 

政
策
推
進
室　

ア
ン
ケ
ー

ト
等
の
実
施
、
停
留
所
の
位
置
や

ダ
イ
ヤ
等
を
検
証
し
、
運
行
内
容

が
固
ま
っ
た
段
階
で
移
行
。

問 

な
ぜ
土
日
祝
日
の
運
行
が

な
い
の
か
。

答 

政
策
推
進
室　
M
I
Y
O

バ
ス
の
運
行
実
現
は
運
行
事
業
者

を
確
保
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題

だ
っ
た
。
実
現
可
能
な
運
行
体
制

を
確
保
す
る
た
め
。

問 

９
時
前
、
6
時
以
降
の
運

行
が
な
い
の
は
。

答 
政
策
推
進
室　

住
民
要
望

で
は
昼
間
の
時
間
帯
で
の
運
行

ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
た
め
。

問 

運
賃
２
５
０
円
と
決
ま
っ

た
経
緯
は
。

答 

政
策
推
進
室　

協
議
会
で

は
バ
ス
事
業
者
へ
の
影
響
を
考
慮

す
る
な
か
で
２
５
０
円
と
す
べ
き

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

問 

逆
順
で
の
コ
ー
ス
設
定
は
。

答 

政
策
推
進
室　

逆
コ
ー
ス

も
検
討
し
た
が
、
バ
ス
停
が
反
対

側
に
も
必
要
な
こ
と
で
利
用
者
が

混
乱
し
て
し
ま
う
点
を
考
慮
し
、

一
方
向
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。

理
想
で
は
反
対
方
向
へ
の
運
行
も

考
え
ら
れ
る
が
人
材
・
車
両
等
の

確
保
な
ど
の
懸
念
が
考
え
ら
れ
る
。

議員の持ち時間は 60 分以内です。紙面の都合上、ほんの一部の掲載
となります。QR コードから YouTube で動画をご覧いただけます。一 般 質 問

P.9
内藤美佐子議員
英語教育と国際交流の推進

P.9
菊地浩二議員
期待のMIYOバス

P.11
牛丸藍子議員
町の転換期、上富と人口と農業は

P.12
久保健二議員
町民 FIRST の事業・政策を！

P.12
吉村美津子議員
上富小学校の存続について

P.8
桃園典子議員
保育人材確保のための支援拡充を

P.10
小松伸介議員
町民の命を守る防災対策の推進を

P.11
長野真寿美議員
リスクマネジメント体制の構築 P.14

本名　洋議員
加齢性難聴者に補聴器購入助成を

P.13
増田磨美議員
道の駅をどう考えるか

P.13
光下重之議員
「道の駅」の持続可能性に疑問 !

保育人材確保のための支援拡充を
公明党

桃 園 典 子
もも  ぞの  のり   こ

※林善美議員は都合により一般質問を行いませんでした。

P.10
細田三恵議員
竹小スクールゾーンの新設を
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定例会で議員が行政や政策に関する質問をし、提案をする場です。
地域の課題に対処し、住民の声を反映させるための大切な場所です。一般質問とは？

問 

大
き
な
方
針
転
換
を
伴
う
事

柄
は
関
心
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
共

通
課
題
と
し
て
広
く
認
知
で
き
る

仕
組
み
が
必
要
で
は
。

答 

町
長　

多
様
な
媒
体
で
情

報
発
信
を
行
な
っ
て
き
た
が
、
一

方
通
行
で
あ
っ
た
事
も
否
め
な
い
。

相
互
に
課
題
を
共
有
で
き
る
場
を

重
視
し
、
町
長
オ
ー
プ
ン
ド
ア
と

い
う
場
を
設
け
て
積
極
的
に
出
向

き
住
民
の
声
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

問 

空
き
家
バ
ン
ク
は
空
き
家
増

加
の
解
決
も
兼
ね
つ
つ
人
口
維
持

に
寄
与
す
る
取
組
み
と
考
え
る
が

今
後
検
討
は
。

答 

政
策
推
進
室　

県
内
市
町

村
で
も
登
録
物
件
数
は
少
な
く
現

在
町
も
設
置
し
て
い
な
い
が
空
き

家
解
消
や
移
住
定
住
促
進
に
効
果

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は

設
置
を
検
討
す
る
。

問 

子
育
て
世
代
の
移
住
者
が
伸

び
悩
め
ば
次
世
代
の
農
業
分
野
や

地
域
活
性
化
の
人
材
育
成
が
脆
弱

に
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が

対
策
の
検
討
は
。

答 

観
光
産
業
課　

当
町
は
県

内
で
も
代
々
継
続
さ
れ
て
い
る
若

手
農
業
後
継
者
が
比
較
的
多
い
の

で
各
種
農
業
補
助
を
継
続
実
施
し

支
援
し
た
い
。
地
域
活
性
化
は
イ

ベ
ン
ト
実
施
で
関
係
人
口
の
増
加

に
繋
げ
た
い
。

問 

新
規
就
農
希
望
者
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答 
観
光
産
業
課　

条
件
に
適

合
す
る
相
談
が
あ
れ
ば
積
極
的
に

検
討
す
る
。
各
種
団
体
と
連
携
し

農
業
技
術
・
経
営
を
学
ぶ
場
も
設

け
ら
れ
て
い
る
。
遊
休
農
地
の
解

消
に
つ
な
が
る
政
策
手
段
の
一
つ

と
し
て
も
考
え
て
い
る
の
で
引
き

続
き
検
討
す
る
。

問 

こ
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
候
補
自
治
体
で
あ
る
町
と
し

て
、
社
会
的
擁
護
を
受
け
て
い
た

若
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
場
と

し
て
上
富
地
域
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

場
を
創
設
し
て
は
。

答 

町
長　

世
界
農
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
地
域
で
そ
う
し
た
場

を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と

思
う
。
提
案
に
つ
い
て
は
し
っ
か

り
と
考
え
て
い
き
た
い
。

ズバリ！町政を問う 一 般 質 問

問 

商
業
施
設
と
大
型
マ
ン
シ
ョ

ン
の
間
に
道
路
が
で
き
た
が
、
現

在
遠
回
り
を
し
て
い
る
通
学
路
の

見
直
し
は
行
な
っ
た
か
。

答 

学
校
教
育
課　

通
学
路
の

安
全
を
優
先
に
し
つ
つ
学
校
へ
の

距
離
も
考
え
、
変
更
も
含
め
た
検

討
を
進
め
て
行
く
。

問 
幹
線
23
号
線
通
学
路
に
対

す
る
安
全
対
策
は
。

答 

道
路
交
通
課　

グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
設
置
や
運
転
者
に
減
速
を

促
す
路
面
標
示
等
、
事
故
防
止
を

図
る
安
全
対
策
を
実
施
。

答 

学
校
教
育
課　
児
童
に
と
っ

て
依
然
と
危
険
個
所
が
存
在
す
る

こ
と
か
ら
、
今
回
指
摘
し
た
箇
所

を
含
め
、
安
全
点
検
の
徹
底
を
し

て
い
く
。

問 

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
横
断
歩
道
に
色
付
け
を
し

て
は
ど
う
か
。

答 

道
路
交
通
課　

町
内
で
は

事
例
の
な
い
標
示
形
態
だ
が
、
実

施
効
果
や
施
工
上
の
注
意
点
等
に

つ
い
て
警
察
に
確
認
し
検
討
し
て

い
く
。

問 

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
新
設
を

含
め
児
童
の
安
全
確
保
に
向
け
た

具
体
的
な
取
組
は
。

答 

教
育
長　

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
設
置
は
、
ま
ず
学
校
や
地
域
か

ら
提
出
さ
れ
た
要
望
書
を
学
校
教

育
課
で
確
認
し
、
必
要
と
判
断
し

た
場
合
に
関
係
課
と
協
議
の
う
え
、

沿
線
住
民
の
同
意
を
得
る
。
そ
の

後
、
東
入
間
警
察
署
へ
要
望
書
を

提
出
し
、
警
察
の
調
査
・
認
可
を

経
て
、
必
要
な
標
識
・
路
面
表
示

等
整
備
を
進
め
て
行
く
こ
と
と
な

る
。

♦
（
仮
称
）
地
域
活
性
化

発
信
交
流
拠
点
に
つ
い
て

問 

施
設
利
用
料
や
物
販
等
の

収
益
見
込
み
の
可
能
性
は
。

答 

総
合
調
整
幹　

収
益
施
設

に
よ
る
町
へ
の
納
付
金
は
、
利
益

に
対
す
る
歩
合
か
施
設
使
用
料
と

す
る
か
今
後
検
討
す
る
。

問 

事
業
中
止
・
縮
小
検
討
は
。

答 

町
長　
多
額
の
投
資
を
要
す

る
事
業
の
為
、
将
来
の
子
供
た
ち

に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い
こ
と
を
優
先

に
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

問 

支
出
事
務
処
理
に
お
い
て
、

遅
延
や
不
備
の
発
生
件
数
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

答 

会
計
課　

担
当
課
で
発
生

し
て
い
る
遅
延
や
不
備
に
関
し
て

は
、
会
計
課
へ
相
談
が
あ
る
こ
と

で
初
め
て
把
握
す
る
こ
と
に
な
る
。

遅
延
や
不
備
が
認
め
ら
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
担
当
課
へ
差
し
戻
し

適
切
に
処
理
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。

問 

支
出
事
務
に
関
す
る
内
部

調
査
・
点
検
は
ど
の
頻
度
で
行
わ

れ
て
い
る
か
。

答 

会
計
課　

会
計
課
で
点
検

す
る
際
、
不
備
等
が
見
ら
れ
る
場

合
は
、
随
時
担
当
課
へ
差
し
戻
し

を
行
っ
て
い
る
。

問 

適
正
な
予
算
執
行
を
担
保

す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
つ

い
て
課
題
認
識
は
。

答 

会
計
課　
会
計
課
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
は
万
全
を
期
し
て
お
り
、

現
在
ま
で
支
払
い
事
故
は
発
生
し

て
い
な
い
。
問
題
は
な
い
と
捉
え

て
い
る
が
、
そ
の
他
の
予
算
執
行

は
各
予
算
所
管
の
命
令
者
の
権
限

で
あ
り
、
適
切
な
予
算
管
理
と
執

行
体
制
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

問 

チ
ェ
ッ
ク
体
制
・
職
員
研

修
・
内
部
統
制
の
強
化
に
向
け
、

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答 

会
計
課　

新
規
職
員
に
公

会
計
事
務
の
研
修
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
会
計
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
全
庁
的
に
公
開
し
全
職
員
に
法

令
遵
守
を
促
し
て
い
る
。

♦
入
学
資
金
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
に
つ
い
て

問 

過
去
５
年
間
の
申
し
込
み

件
数
・
利
用
件
数
は
。

答 

学
校
教
育
課　

５
年
間
の

申
し
込
み
件
数
は
２
件
で
あ
り
、

う
ち
利
用
件
数
は
１
件
だ
。

問 

他
市
で
は
日
本
政
策
金
融

公
庫
だ
け
で
な
く
独
立
行
政
法
人

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
に

つ
い
て
も
利
子
補
給
を
行
っ
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
導
入
の
考

え
は
。

答 

学
校
教
育
課　

現
時
点
で

は
考
え
て
な
い
が
、
今
後
検
討
し

て
い
か
な
く
て
は
と
考
え
る
。

リスクマネジメント体制の構築
三芳みらい

長野真寿美
	なが	の	 ま	 す	 み

町の転換期、上富と人口と農業は牛 丸 藍 子
	うし	 まる	 あい	 こ

問 

八
潮
市
陥
没
事
故
が
当
流

域
内
で
起
き
た
場
合
の
影
響
は
。

答 

上
下
水
道
課　

地
域
住
民

や
事
業
者
に
対
し
、
下
水
道
使
用

自
粛
要
請
等
の
影
響
が
あ
る
。

問 

事
故
を
想
定
し
た
対
策
は
。

答 

上
下
水
道
課　

県
と
連
携

し
た
下
水
道
施
設
の
緊
急
点
検
、

情
報
伝
達
訓
練
に
参
加
。

問 

簡
易
ト
イ
レ
等
を
配
布
し
、

自
助
意
識
啓
発
を
行
っ
て
は
。

答 

自
治
安
心
課　

地
域
連
携

避
難
訓
練
の
啓
発
品
で
配
布
し
て

い
る
が
、
全
町
民
向
け
に
広
報
等

で
ト
イ
レ
の
啓
発
も
行
う
。

問 

当
町
で
一
番
古
い
管
は
。

答 

上
下
水
道
課　

汚
水
管
の

総
延
長
約
１
２
６
㎞
の
内
、
昭
和

50
年
に
布
設
さ
れ
た
汚
水
管
が
対

象
。
延
長
は
約
１
２
０
ｍ
。

問 

管
の
耐
震
化
の
状
況
は
。

答 

上
下
水
道
課　

避
難
所
等

の
重
要
施
設
に
接
続
す
る
上
下
水

道
一
体
で
の
耐
震
化
を
計
画
。
下

水
は
マ
ン
ホ
ー
ル
の
継
手
工
事
を

実
施
。
施
工
対
象
マ
ン
ホ
ー
ル
は

全
約
４
８
０
０
基
の
内
、
約
４
３

０
基
で
令
和
７
年
度
完
了
87
基
、

耐
震
化
率
は
約
20
％
。

問 
耐
震
化
が
必
要
な
管
は
。

答 
上
下
水
道
課　

避
難
所
等

の
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
流
域
下
水
道

接
続
点
ま
で
の
延
長
約
13
㎞
。

問 

耐
震
化
に
必
要
な
費
用
は
。

答 

上
下
水
道
課　

約
５
億
４

０
０
０
万
円
。
交
付
金
も
活
用
。

問 

対
策
を
講
じ
る
期
間
は
。

答 

上
下
水
道
課　

避
難
所
等

に
接
続
す
る
管
路
に
つ
い
て
20
年

間
で
耐
震
化
完
了
を
目
指
す
。

問 

藤
沢
市
の
空
洞
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
マ
ッ
プ
を
参
考
に
し
て
は
。

答 

道
路
交
通
課　

参
考
に
し

つ
つ
他
の
事
例
も
研
究
し
た
い
。

問 

温
浴
施
設
や
洗
濯
等
に
関

す
る
災
害
協
定
締
結
の
進
捗
は
。

答 

自
治
安
心
課　

近
隣
の
事

業
者
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

問 

住
宅
密
集
地
火
災
対
策
は
。

答 

自
治
安
心
課　

感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
等
の
周
知
や
補
助
、
訓

練
の
メ
ニ
ュ
ー
化
等
に
努
め
る
。

問 

補
助
制
度
等
を
構
築
し
て

住
宅
密
集
地
解
消
を
進
め
て
は
。

答 

町
長　
十
分
検
討
し
た
い
。

町民の命を守る防災対策の推進を
公明党

小 松 伸 介
	 こ	 まつ	 しん	 すけ

竹小スクールゾーンの新設を
三芳みらい

細 田 三 恵
ほそ    だ    みつ    え

竹間沢小スクールゾーン考察竹間沢小スクールゾーン考察

狭あい道路整備等促進事業の狭あい道路整備等促進事業の
令和 7 年度活用予定自治体令和 7 年度活用予定自治体
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定例会で議員が行政や政策に関する質問をし、提案をする場です。
地域の課題に対処し、住民の声を反映させるための大切な場所です。一般質問とは？

上富小学校の存続について
輝

𠮷村美津子
よしむら  み    つ    こ

問 

上
富
地
域
に
廃
校
反
対
の

立
て
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て

あ
る
が
、
こ
の
行
動
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
る
か
。

答 

町
長　

上
富
地
内
に
早
く

か
ら
反
対
の
看
板
や
ポ
ス
タ
ー
が

貼
っ
て
あ
る
の
を
見
て
い
る
。
憲

法
21
条
で
、
表
現
の
自
由
が
保
障

さ
れ
て
い
る
。そ
の
思
い
を
、し
っ

か
り
尊
重
す
る
。

♦
住
民
よ
り
要
望
書
提
出

問 

昨
年
４
月
に
上
富
小
学
校

と
三
芳
小
学
校
の
存
続
を
求
め
る

要
望
書
が
、
主
に
上
富
地
域
中
心

で
の
署
名
２
５
１
筆
を
添
え
て
、

三
芳
町
学
校
再
編
等
審
議
会
に
提

出
さ
れ
た
。
署
名
４
８
６
筆
を
添

え
て
「
上
富
小
学
校
の
存
続
を
求

め
る
要
望
書
」
も
提
出
さ
れ
た
。

町
長
宛
に
は
署
名
５
５
８
筆
を
添

え
て
「
上
富
小
学
校
の
廃
止
計
画

を
中
止
、存
続
を
求
め
る
要
望
書
」

が
提
出
。
提
出
者
は
町
長
と
の
懇

談
で
①
上
富
小
学
校
は
、
歴
史
あ

る
地
域
住
民
や
児
童
か
ら
と
て
も

親
し
ま
れ
て
い
る
。
学
校
が
な
く

な
る
と
地
域
が
寂
れ
て
し
ま
う
。

②
児
童
の
声
を
聞
い
て
尊
重
す
べ

き
な
の
に
町
は
逆
の
こ
と
を
し
て
、

児
童
に
あ
き
ら
め
さ
せ
る
よ
う
対

応
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
町

長
は
皆
さ
ん
の
気
持
ち
は
分
か
る

と
答
え
て
い
る
が
ど
う
分
か
る
の

か
。答 

町
長　
歴
史
あ
る
学
校
で
、

私
も
そ
う
出
来
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

今
後
の
教
育
に
反
映
さ
せ
た
い
。

問 

上
富
小
学
校
の
統
廃
合
は
、

児
童
に
「
存
続
」
そ
れ
と
も
「
三

芳
小
学
校
」
の
ど
ち
ら
な
の
か
気

持
ち
を
直
接
に
聞
か
ず
、「
子
ど

も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
」
に
即

し
て
い
な
い
の
で
は
。

答 

町
長　

我
々
は
条
例
を
尊

重
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
子
ど

も
の
意
見
を
反
映
す
る
よ
う
聞
い

て
き
た
つ
も
り
だ
。

問 
分
校
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施

設
等
の
社
会
施
設
と
の
併
設
、
特

認
校
な
ど
の
検
討
は
。

答 

学
校
教
育
課　
検
討
し
た
。

根
本
的
手
立
て
に
は
な
ら
な
い
。

ズバリ！町政を問う 一 般 質 問

問 

町
は
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
フ
ル
化

開
始
に
伴
い
、
一
旦
凍
結
し
て
い

た
（
仮
称
）
地
域
活
性
化
発
進
交

流
拠
点
計
画
を
開
始
し
た
。
こ
の

計
画
に
よ
る
町
民
の
将
来
負
担
増

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る

の
か
。　

答 

財
政
デ
ジ
タ
ル
推
進
課　

国
庫
補
助
金
を
除
く
概
算
事
業
費
を

25
億
円
と
す
る
と
全
額
地
方
債
を
借

り
入
れ
た
と
想
定
し
た
場
合
、
一
人

当
た
り
の
負
担
額
の
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
令
和
6
年
度
末
の
時
点
で

は
町
民
一
人
当
た
り
28
万
円
だ
が
、

令
和
12
年
度
で
は
39
万
８
０
０
０
円

と
な
る
見
込
み
。
そ
の
要
因
は
（
仮

称
）
地
域
活
性
化
発
進
交
流
拠
点
の

整
備
だ
け
で
な
く
藤
久
保
地
域
拠
点

施
設
整
備
事
業
費
や
公
共
施
設
修

繕
・
更
新
等
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

過
度
な
将
来
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う

に
努
め
る
。

問 

町
の
令
和
７
年
度
一
般
会
計

予
算
の
概
要
で
は
、
長
期
化
す
る

物
価
高
騰
が
経
済
に
大
き
な
影
響

を
も
た
ら
し
て
お
り
不
確
実
性
が

高
ま
る
中
、
先
行
き
は
依
然
と
し

て
不
透
明
と
分
析
し
て
い
る
。
ま

た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
生
産
人
口

も
減
と
予
測
さ
れ
、
景
気
が
回
復

す
る
保
証
も
無
い
の
に
10
年
後
一

人
当
た
り
の
負
担
額
が
28
万
円
か

ら
約
40
万
円
に
な
る
の
は
不
安
で

し
か
な
い
が
ど
う
考
え
る
か
。

答 

町
長　
今
、
か
つ
て
と
比
べ

て
財
政
規
模
が
非
常
に
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
今
の
段
階
で
は
こ

れ
は
で
き
る
事
業
と
考
え
て
い
る
。

計
画
を
精
査
し
町
民
に
状
況
も
説

明
し
て
意
見
を
聴
く
場
を
作
っ
て

い
き
た
い
。

問 

計
画
期
間
が
タ
イ
ト
で
十
分

醸
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
住
民

と
の
話
し
合
い
や
説
明
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
、
財
政
投
入
が
大
き

く
将
来
に
わ
た
り
町
に
と
っ
て
負

担
が
大
き
い
こ
と
等
を
考
え
る
と

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が

ど
う
か
。

答 

町
長　
恐
れ
心
配
し
、
よ
く

考
え
て
、
緻
密
な
計
画
を
立
て
て

進
む
の
が
自
分
の
方
針
だ
。
広
く

説
明
も
し
て
い
き
た
い
。

「道の駅」の持続可能性に疑問 !

道の駅をどう考えるか

光 下 重 之
	みつ	 した	しげ	 ゆき

日本共産党

増 田 磨 美
ます    だ    ます    み

日本共産党

問 

交
通
混
雑
を
起
こ
し
て
い

る
町
道
を
出
入
口
に
し
て
い
る
の

は
立
地
環
境
に
無
理
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答 

総
合
調
整
幹　
出
入
口
は
北

側
と
南
側
２
箇
所
に
設
け
る
予
定
。

ア
ク
セ
ス
を
分
散
さ
せ
渋
滞
を
回

避
で
き
る
と
思
う
。

問 

高
速
道
路
利
用
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
P
A
隣
接
地
に
計
画

し
た
の
に
、
最
初
か
ら
P
A
と

の
連
結
を
や
め
た
の
は
判
断
違
い

で
は
な
い
か
。

答 

総
合
調
整
幹　
ネ
ク
ス
コ
へ

の
連
結
料
が
発
生
す
る
高
速
道

P
A
と
の
連
結
案
、
町
単
独
案

な
ど
４
案
の
中
か
ら
一
番
事
業
収

益
が
見
込
め
る
町
単
独
案
と
し
て

い
る
。

問 

交
通
量
モ
デ
ル
か
ら
の
想

定
入
込
客
数
（
年
間
利
用
者
数
）

52
万
人
に
使
わ
れ
た
県
内
14
の
道

の
駅
の
中
で
４
つ
が
10
年
前
の
実

績
値
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

答 

総
合
調
整
幹　
最
新
の
公
表

さ
れ
た
デ
ー
タ
だ
が
、
指
摘
も
あ

る
の
で
今
後
精
度
を
向
上
さ
せ
る

検
討
を
し
た
い
。
ま
た
、
別
の
求

め
方
も
検
討
し
て
い
る
。

問 

約
２
０
０
０
万
円
の
利
益

は
確
定
値
で
は
な
く
、
も
っ
と
精

査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

認
識
で
い
る
か
。

答 

総
合
調
整
幹　
そ
の
部
分
は

事
業
者
目
線
に
よ
る
利
益
で
あ
り
、

一
般
管
理
費
の
部
分
で
町
の
利
益

の
割
合
を
精
緻
に
積
み
上
げ
た
場

合
ど
う
な
る
の
か
検
討
し
て
い
る
。

問 

上
富
小
学
校
エ
リ
ア
と
の

分
担
型
整
備
案
は
、
議
決
さ
れ
て

い
な
い
か
ら
道
の
駅
と
い
わ
な
い

だ
け
な
の
か
。

答 

総
合
調
整
幹　
上
富
拠
点
は

道
の
駅
と
す
る
予
定
は
な
い
。
学

校
設
置
条
例
の
変
更
が
な
さ
れ
た

場
合
、
基
本
計
画
か
ら
様
々
な
検

討
を
進
め
て
い
く
。

問 

町
は
持
続
可
能
性
の
観
点

で
さ
ら
に
多
角
的
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

町
長　
指
摘
の
通
り
で
、
需

要
予
測
の
精
度
を
高
め
る
べ
く
、

事
業
採
算
性
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。

町民 FIRST の事業・政策を！
輝

久 保 健 二
  く       ぼ    けん    じ

問 

４
年
間
提
案
し
続
け
て
、
よ

う
や
く
今
春
整
備
が
完
成
し
た
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
だ
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
て
利
用
者

の
声
を
聴
く
機
会
を
設
け
て
ほ
し

い
が
ど
う
か
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

ア
ン
ケ
ー
ト
等
、
ど
の
よ
う
な
形

で
利
用
者
の
声
を
聴
い
た
ら
い
い

か
検
討
し
た
い
。

問 

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
セ
ク

シ
ョ
ン
の
痛
み
等
が
原
因
で
起
き

る
ケ
ガ
や
大
き
な
事
故
に
つ
な
が

ら
な
い
た
め
の
安
全
点
検
を
定
期

的
に
実
施
で
き
な
い
か
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課　

令
和
８
年
度
に
予
算
化
し
専
門
業

者
に
よ
る
点
検
を
実
施
す
る
。

問 

初
心
者
や
子
供
た
ち
対
象

の
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
ほ
し
い

旨
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

施
設
利
用
者
減
少
抑
止
の
た
め
に

も
開
催
で
き
な
い
か
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

ス
ク
ー
ル
等
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
す
る
に
は
所
管
を
移
管
し
た
ほ

う
が
い
い
と
感
じ
て
い
る
。

問 

プ
ー
ル
事
業
を
令
和
８
年

度
以
降
も
継
続
す
る
な
ら
体
調
面

等
を
考
慮
し
た
時
期
的
な
問
題
を

含
め
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
、
児
童

生
徒
、
保
護
者
に
不
平
不
満
の
な

い
授
業
日
程
の
見
直
し
が
必
須
と

感
じ
る
が
ど
う
か
。

答 

学
校
教
育
課　

寒
暖
を
考

慮
し
た
全
校
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
検
討
し
て
き

た
。
課
題
も
あ
る
が
、
児
童
が
安

心
し
て
水
泳
学
習
に
取
り
組
め
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

問 

共
生
社
会
推
進
事
業
と
し

て
庁
舎
敷
地
内
に
施
工
し
た
壁
画

ア
ー
ト
に
掛
っ
た
日
数
、
滞
在
期

間
及
び
費
用
は
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

施
工
費
用
75
万
円
、
施
工
日
数
26

日
、
滞
在
期
間
45
泊
46
日
間
。　
　

問 

色
彩
を
維
持
す
る
維
持
管

理
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
計
画
は
。

答 

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

基
本
的
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ

リ
ー
だ
が
、
補
修
の
際
は
塗
料
の

種
類
、
色
の
情
報
は
町
で
記
録
し

て
い
る
の
で
必
要
に
応
じ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
可
能
で
あ
る
。

上富小学校上富小学校（仮称 ) 地域活性化発信交流拠点計画にある周辺地域（仮称 ) 地域活性化発信交流拠点計画にある周辺地域

三芳スマートIC 下り線周辺三芳スマートIC 下り線周辺
共生社会事業として制作された共生社会事業として制作された

庁舎壁画ペイントアート庁舎壁画ペイントアート
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定例会で議員が行政や政策に関する質問をし、提案をする場です。
地域の課題に対処し、住民の声を反映させるための大切な場所です。一般質問とは？

問 

加
齢
性
難
聴
者
に
対
し
補

聴
器
購
入
助
成
を
行
う
自
治
体
が

増
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
町
の

見
解
は
。

答 

福
祉
課　

加
齢
性
難
聴
は

日
常
生
活
に
様
々
な
影
響
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
補
聴
器
購
入

補
助
を
行
う
自
治
体
が
増
え
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

問 

県
や
医
師
会
な
ど
の
専
門

家
の
協
力
で
加
齢
性
難
聴
の
早
期

発
見
に
努
め
て
は
。

答 

福
祉
課　

医
師
会
は
補
聴

器
に
関
す
る
受
診
相
談
を
行
っ
て

い
る
。
県
は
言
語
聴
覚
士
を
派
遣

し
て
い
る
の
で
、
健
康
増
進
課
と

連
携
し
、
こ
の
よ
う
な
制
度
を
含

め
課
題
の
整
理
を
し
て
い
き
た
い
。

問 

補
聴
器
購
入
助
成
の
実
施

を
考
え
て
は
。

答 

町
長　
「
聞
こ
え
」
の
問
題

は
重
要
で
あ
り
町
で
も
対
策
が
必

要
と
考
え
る
。
加
齢
性
難
聴
者
へ

の
補
聴
器
購
入
補
助
は
新
年
度
予

算
で
考
え
た
い
。

♦
戦
後
80
年
平
和
事
業
に

つ
い
て

問 

公
民
館
、
歴
史
民
俗
資
料

館
で
の
展
示
に
対
す
る
評
価
は
。

答 

総
務
課　

公
民
館
で
の
パ

ネ
ル
展
示
は
、
記
憶
を
継
承
し
平

和
の
重
要
性
を
訴
え
、
多
く
の
人

に
歴
史
を
伝
え
る
効
果
が
あ
っ
た
。

答 

歴
史
民
俗
資
料
館　
歴
史
民

俗
資
料
館
の
展
示
は
戦
争
を
経
験

し
た
世
代
が
高
齢
化
し
語
り
伝
え

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
く
現

在
に
お
い
て
、
今
回
の
展
示
が
戦

争
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
、
平
和

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
も
ら

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
開
催
し
た
。
大
変

有
意
義
な
事
業
で
あ
っ
た
。

問 

来
年
度
以
降
の
中
学
生
平

和
記
念
式
典
派
遣
事
業
は
。

答 

町
長　
非
常
に
意
義
が
あ
っ

た
。
町
と
し
て
も
し
っ
か
り
継
続

し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

加齢性難聴者に補聴器購入助成を
日本共産党

本 名　 洋
ほん     な             ひろし

議会運営委員会・所管事務調査報告
　10月 29日・30日の２日間、所管事務調査を実施しました。

　三芳町議会においても両市町の事例を参考にしながら、実情に応じた議会改革と主権者教育を進
めていくことが重要です。今後の協議に大変参考になる調査を行うことができました。

【神奈川県開成町】
ハラスメント防止条例の制定について
　制定の経緯や条例の内容などを調査しまし
た。新人議員が安心して活動できる環境づくり、
第三者委員会を設置できる付則など、議会改革
のモデルケースといえる全国でも先進的な取り
組みを学びました。

【山梨県甲州市】
議会主体のキャリア教育について

　議員で構成される子ども議会研究会を立ち上
げ、教育委員会や学校と連携して体系的に主権
者教育を実施。単年で終わらない継続的な取り
組みも整えられていました。

受賞
おめでとうございます

内藤美佐子議員

入間郡町村議会議長会
感謝状（役員）

細田　三恵議員

入間郡町村議会議長会
表彰（議員10年）

小松　伸介議員

埼玉県知事表彰
（議員12年）

決議の前提とされている発言削除につい
て公正な判断に疑問がある箇所もある。厳し
い内容であっても民意を反映した発言は不適
切とは言い切れない。吉村議員の発言に一定
の留意点はあるが、反省を求めるまでには至
らない。よって、決議には賛同できない。

牛丸議員

吉村議員の一般質問での発言は感情的であり、
相手への敬意を感じられないものではあるが、削
除をすべきとまでは言えない範囲と考える。吉村
議員は反省すべき点はあるが、発言の制限、萎縮
に繋がりかねず、議会として決議することは極め
て慎重であるべきであり決議案には反対する。

日本共産党

議場にモニター設置

詳しくは
こちらを
ご覧下さい。

「
吉
村
美
津
子
議
員
の
議
会
の
品
位
を
落
と
す
発
言
に
つ
い
て
、

調
査
並
び
に
取
消
し
を
求
め
る
動
議
」
が
提
出
さ
れ
る
。

吉
村
議
員
の
一
般
質
問
に
お
い
て
感
情
的
で
相
手
へ
の
敬
意
を

欠
い
た
不
適
切
な
発
言
や
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

周
囲
か
ら
の
不
規
則
発
言
も
あ
り
、円
滑
な
議
会
運
営
を
妨
げ
た
。

吉
村
議
員
の
一
般
質
問
を
検
証
の
結
果
、
議
長
よ
り
８
項
目
に

わ
た
り
発
言
の
取
り
消
し
を
求
め
る
。

可決 発端
「
吉
村
美
津
子
議
員
に
反
省
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
る
。

可決

広島原爆ドーム広島原爆ドーム

リアルタイムで字幕
が読めます。

リアルタイムで字幕
が読めます。

よりわかりやすく！よりわかりやすく！

決議に対する 吉
村
議
員
は
発
言
の
取
り
消
し
を
拒
否
。

※�

そ
の
後
、
議
長
よ
り
当
該
部
分
の
発
言
の
取
り
消
し
命
令
あ
り

1212
月月
1515
日日

1212
月月
55
日日

9 月定例会に続き
� またしても 議事が止まる議事が止まる
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ふれあい座談会ふれあい座談会 議会報告会を開催しました議会報告会を開催しました
　令和 6 年度決算状況の報告や補正予算の報告等のあと質疑応答を行い、グループごとにワークショップ
形式で意見交換を行いました。藤久保公民館では、休憩時間にふるさと大使みよしウインドオーケストラ　

「クラリネット・アンサンブル　スキップサンド」による生演奏を行っていただきました。

　参加者の皆さんから、たくさんのご意見やご要望をいただきました。
　工夫をして今後の議会活動に活かしていきます。ありがとうございました。

期　日　11 月 7 日
　　　　竹間沢公民館	（9 時 30 分〜 11 時）
　　　　中央公民館	 （16 時 30 分〜 18 時）
期　日　11 月 8 日
　　　　藤久保公民館	（9 時 30 分〜 11 時）

内　容　・令和 6 年度決算の状況報告
　　　　・令和 7 年度補正予算の状況報告
　　　　・その他の議案等の報告
　　　　・意見交換
参加者　延べ　37 名

竹間沢公民館竹間沢公民館
主な質問・意見・要望
①議会報告会について�
　・議員より参加者が少なく必要なのか。
　・�ふれあい座談会の名称、議員の立場で町を

良くしたい思いが伝わってくる。
　・�議会報告会は、テーマを持って開催すると

人が集まるのでは。
②MIYOバスについて
　・反対回りを要望している人が多い。
　・�役場乗り継ぎでなくみずほ台駅の逆回りを

希望する。
③小学校統廃合について
　・�学習ボランティアに行っているが、少人数

の方が教えやすいので、少人数を活かす方
向を希望する。

④高齢者問題について
　・�高齢者が立ち寄れるカフェがあると良い。

ふれあいセンターは遠い。

中央公民館中央公民館
主な質問・意見・要望
①小学校統廃合について
　・�12 月の議案上程は急ぎすぎ、時間をかけ

て理解を得た上で進めるべき。
　・�大人数がいいと思っていたが、少人数の受

け皿があった方が良い。
　・�青梅では他地域から越境してくる子もいる。

緑豊かな三芳町を求めてくるのでは。
②MIYOバスについて
　・運賃がライフバスより高い。
③道の駅について
　・�道の駅計画は、拙速過ぎる。町づくり懇話

会でも町長は、やりますと前のめりだ。
　・上富小統廃合と一緒になっているが問題。

④世界農業遺産について
　・�世界農業遺産に認定され個人で山林を管理

するのは大変だ。
⑤農業政策について
　・�ネットやトンネル等に日常使う物に補助金

を付けて欲しい。

藤久保公民館藤久保公民館
主な質問・意見・要望
①MIYOバスについて
　・料金が高い。無料にしては。
　・�平日運行だが、土日運行と行事イベント時

の運行をできないか。
②交通安全について
　・�藤久保地域の道路に青い線が引かれ自転車

が走りやすくなった。
　・�人や自転車が安心して通れる安全道路計画

を立て住みやすい町にして欲しい。
③議会について
　・�議会だよりを多くの人に読んでもらえる努

力をして欲しい。
　・�議会をもっとオープンにして欲しい。伝わっ

てこない。
④統廃合について
　・�児童にもアンケートを取っているが統合が

前提となっている。上富小を残す選択肢が
与えられていないので、子供の意見を聴く
機会を作って欲しい。

　・�まちづくり全体の問題なのでよく意見を聴
いて欲しい。

⑤その他
　・ふれあいセンターは残してほしい。
　・犬と一緒に散歩できる公園が欲しい。
　・不法投棄が気になる。
　・�日常的に熱心に道路美化に取り組んでいる

方を表彰してもらいたい。
　・箱物より住民生活ではないか。

・5月	 8 日（金）18時～ 竹間沢公民館
・5月	 9 日（土）14時～ 藤久保公民館
・5月 10日（日）14時～ 中央公民館

　三芳町のことについて、気になっていることやご意見はありませんか。
　どなたでも参加できますので、ぜひお気軽にお越しください。

次回の開催は…次回の開催は…

1617 2026 年 2月１日　議会だより　三芳町　No.1992026 年 2月１日　議会だより　三芳町　No.199



お聞かせください あなたの声
議会だよりについての感想や

「こんな誌面にしてほしい」など
ご意見をお寄せください。
今後の誌面作りの参考にさせて頂きます。

令和８年
２月 28日
締切

議会だよりは
読みやすい
ですか？

・読みやすい 　
・少し読みにくい

議会だよりで
関心のある
項目は？

・一般質問
・本会議
・議員の賛否

議会だよりの
印象は？

・読みやすい
・難しい

今後読んでみ
たいと思われ
るために必要
と思う事は？

記事の内容を誰
でも理解できる
ようにする

議会だよりアンケート議会だよりアンケート
ご回答ありがとうございます！ご回答ありがとうございます！

藤久保　30代

上富　20代

北永井　50代

議会だより全体の感想、要望等
（一部抜粋）

議員の一般質問や
個々の政策への
賛否を公開し
町民が意見を伝える
システムがあると良い。

外国人問題について
町長、町議の皆様の
ご意見を伺いたいです。

表紙写真はとても綺麗ですが
文字等の色が合っていない。
写真に合わせてみたら
より良くなると思います。

表紙写真募集表紙写真募集!!!!
次はあなたの番かも次はあなたの番かも

QRコードから
ご応募ください。

採用された写真は応募者（撮影者）の
氏名および在住等を掲載します。応募
多数の場合は選考となります。
お問い合わせは議会事務局まで
gikai@town.saitama-miyoshi.lg.jp

・氏名・住所・連絡先・コメントを添える
（皆さんに写真のお掲載許可を頂いて下さい）

ご応募頂き
ありがとう
ございます！
ご家族、友人や
ペットとの
思い出の1枚を
お待ちしています!!

モニター募集モニター募集議会だより議会だより

活動内容
・議会だよりについての意見交換
・アンケート調査等への協力
・4回前後の会議の出席（Zoom参加可）
 応募要件  
・三芳町在住、在勤、在学する18歳以上の方
・�三芳町議会の議会広報・広聴に関心があ

り、公正な社会的見識のある方
定員  8名以内　 任期  令和9年3月31日
応募方法  (応募締切：令和8年3月31日)

・�議会HP及び議会事務局にある応募用紙にご
記入の上、議会事務局に持参、メール、
FAXでご応募ください
お問合せ・ご応募  三芳町議会事務局

TEL 049-258-0019　内線601
FAX 049-274-1057
MAIL gikai@town.saitama-miyoshi.lg.jp

（議会だよりモニター会議の様子。令和6年）
オンラインの参加もありましたよ

親しまれる議会だよりを目指しています。
是非皆さんのご意見をお聞かせ下さい。

募 集 概 要

デザインは

用語のわかりやすさ 写真やグラフ

住民参加表紙は

などなどなどなど

令和８年
２月 28日
締切
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議
会
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報
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聴
常
任
委
員
会

委  

員  

長　
菊　
地　
浩　
二

副
委
員
長　
池　
上　
義　
典

委　
　
員　
吉　
村　
美
津
子

委　
　
員　
光　
下　
重　
之

委　
　
員　
細　
田　
三　
恵

委　
　
員　
桃　
園　
典　
子

委　
　
員　
牛　
丸　
藍　
子

委　
　
員　
増　
田　
磨　
美

春
の
兆
し
を
感
じ
る
今
日

こ
の
頃
。

12
月
定
例
議
会
は
、
１

日
か
ら
15
日
迄
の
開
会
と

な
り
ま
し
た
。
最
終
日
の
15
日
は
午
前

９
時
半
か
ら
午
後
11
時
46
分
ま
で
の
審

議
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
や
「
上
富
小

学
校
の
廃
校
」
に
つ
い
て
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。「
上
富
小
学
校
廃
校
」
の
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
６
人
、

反
対
８
人
で
議
案
は
否
決
と
な
り
ま
し

た
。
次
回
は
３
月
定
例
議
会
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
役
場
で
傍
聴
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

梅
の
つ
ぼ
み
も
膨
ら
み
、
鳥
た
ち
の

さ
え
ず
り
な
ど
春
を
感
じ
さ
せ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
委
員　

吉
村
）

編集
後記

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です

議会の動画をインター
ネット動画配信サイト
YouTube 上でご覧にな
ることができます。本号
の記事中にある動画の
ＱＲコードを読み込む
か、右記QRコードにア
クセスしてください。

朗読ボランティア「けやき」
の皆さんが朗読したもの
を三芳町議会ウェブサイト
で聴くことができます。

議会だより 
の声次の議会定例会は

開会の予定です
2 月 25 日（水）

お気軽に傍聴へ
お越しください

三芳町議会
中継ページ

議会の動画を
配信しています。

三芳町

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り
199199
2026年 2月1日発行2026 年 2月1日発行

撮影者撮影者
三芳町藤久保在住　坂元　直美さん三芳町藤久保在住　坂元　直美さん
三芳町総合体育館にて極真空手の大会三芳町総合体育館にて極真空手の大会
(2025年9月)地元で入賞が出来、感無量！(2025年9月)地元で入賞が出来、感無量！

ご応募ありがとうござ
いま

す
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